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本日の内容

①研究について

②研究仮説

③自己調整学習とは

④自己調整学習サイクル

⑤１年次の実践

⑥今年度の活動
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研究主題（２／２年次）
【自ら描く】学び
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研究副題
自己調整学習サイクルを意識した単元計画の改善

目指す子供像
○学び続ける子
○学び方を自らデザインする子

① 研究について
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② 研究仮説

自己調整学習サイクルを意識した単元計画を立てるこ
とで、子ども達は、「個別最適な学び」「協働的な学び」
を自ら生み出し、学び続けることができるだろう。
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【子どもが学び続けようとする
ための単元計画の工夫】

↓

学び方のサイクルを活かし、内発的動機
付けにつなげる単元計画の工夫

【子ども自らが学び方をデザイン
する授業のあり方】

↓

学習状況に応じて、子どもが学び方を
デザインできる授業形態の工夫

【研究内容】
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③ 自己調整学習とは

自己調整学習ハンドブック

「自己調整」
学習者が、メタ認知、動機づけ、行動において、自分自身の学習過

程に能動的に関与していること

「メタ認知（ Metacognition ）」
自分自身の思考や認知プロセスについての

認識や理解

「動機づけ（ Motivation ）」
行動を始める、維持する、方向を定めるため

の内的または外的なプロセス



学習者が個人で学習目標に
到達することを目指して体系的
に方向づけられた認知、感情、行
動を活性化し継続すること

③ 自己調整学習とは

自己調整学習ハンドブック
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④ 自己調整学習サイクル

予見段階

課題分析、目標設定

学習方略

遂行段階

自己コントロール

自己観察

自己省察段階

自己評価

方略結果のモニタリング



④ 自己調整学習サイクル

予見段階

見通し、学習方略の選択 

→ 学習方略の自己決定

遂行段階

問い返しながら学習

自己省察段階

や
っ
て
み
た
け
ど

ど
う
だ
っ
た
か
な
？

次
は

あ
れ
か
ら
や
ろ
う
！



④ 自己調整学習サイクル

自己調整学習の手法

 順序選択学習

 課題選択学習

 課題設定学習

 自由進度学習 など
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④ 自己調整学習サイクル

自己調整学習の手法

 自由進度学習

・一単元、もしくは複数単元分の学習時間を子ども一
人一人にまるごと委ね、各自が自分に最適だと考え
る学習計画を立案し、自らの判断と責任で自由に学
ぶ学習
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⑤ １年次の実践
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第６学年 算数科『比例と反比例』

【子どもが学び続けようとするための単元計画の工夫】

①ー１ 学習のてびきの活用

標準的な進度

身につける
資質・能力

自己評価



⑤ １年次の実践
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第６学年 算数科『比例と反比例』

【子どもが学び続けようとするための単元計画の工夫】

①ー２ 単位時間の学習のパターン化

予見段階

自己省察段階

遂行段階

自
己
調
整
学
習
サ
イ
ク
ル



⑤ １年次の実践
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第６学年 算数科『比例と反比例』

【子ども自らが学び方をデザインする授業のあり方】
②ー２ 情報開示【方法の共有】②ー１ 情報開示【目的や目標の共有】

②ー３ 情報開示【考え方の共有】



⑤ １年次の実践
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第４学年 社会科『地域で受けつがれてきたもの』

国語科『「不思議ずかん」を作ろう』

【子どもが学び続けようとするための単元計画の工夫】

・教科横断的な単元計画

→国語科で身につけた資質・能力を

活用して社会科でアウトプット

・身近な学習教材の活用

→弟子屈町の文化財、年中行事「ししまい」

主体的な学び



⑤ １年次の実践
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第４学年 社会科『地域で受けつがれてきたもの』

国語科『「不思議ずかん」を作ろう』

【子どもが学び続けようとするための単元計画の工夫】

・パーソナルラーニングブックの活用と

調査活動

→自己調整学習サイクルの循環

学習の連続性



⑤ １年次の実践
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第４学年 社会科『地域で受けつがれてきたもの』

国語科『「不思議ずかん」を作ろう』

【子ども自ら学び方をデザインする授業のあり方】

振り返りの機会の設定

・方略の振り返り、次の学習方
略設定
→自分の学び方をふり返る
（メタ認知）、次の学びへ

学び方のデザイン



⑤ １年次の実践
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【子供が学び続けようとするための単元計画の工夫】

学びのサイクルを生かし、内発的動機付けにつなげる単元計画の工夫

成
果

・ゴールの設定→相手意識、目的意識の高まり→主体性の向上
・見通し→イメージ、すっきり、自分の力、こうなりたい

→主体的に学習に向かう

課
題

・効果的なゴールの設定、単元計画の立て直し
・子ども一人一人に適したゴールの設定
・子どもにわかりやすい評価規準
・ゴールした後の発展課題の設定



⑤ １年次の実践
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【子供が学び続けようとするための単元計画の工夫】

予見段階 遂行段階 自己省察段階

成
果

・課題と向き合い、学習方略の決定
→課題の理解
→意欲、集中の向上
・ルーブリックの共有
→指導事項との一致
・自分で意思決定
→「成功」「失敗」の理由を方略に向け
る

・自分自身と向き合い、自分のペースで
→安心感
・学び方の工夫、聞き合い、教え合い、
主体的に進める、集中力
・一人で悩む子の減少
・自己調整力（集中 一息）

・ふり返りの時間の設定、観点の提示
→自他のよさの気づき、自分の成長の
実感

→自分の学習の内容とやり方
→よりよい学び方・考え方と向き合う
→「次はこうしよう」（メタ認知）

課
題

・方略の決定
→友達とやるのが楽しそうだから？
→整理して例示する
・学習計画（時間の感覚の未熟）

・自然な協働的な学び
→「一人でやりたい」という欲求を大切に
しつつ、子ども同士のつながりをつくる

→協働的な学びの場面を設定する

・ふり返りのレベルアップ
→観点の増減、記述の仕方の指導、対
話の中で自己評価、ふり返りに必要な
語彙

→適切なタイミングのフィードバック



⑤ １年次の実践
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【子供自らが学び方をデザインする授業のあり方】

○自己調整を行う自由度の設定
○子ども達の心のもち方（成長マインドセット）
○目標の立て方（学習目標志向）

成
果

・課題、教材、学習方法、時間等の自由度の設定
→安心、集中（自律欲求→動機づけ）
・どこに自由度を設定するのか
（どこを自己調整させるのか）

・「学習目標」を意識する
→身につけることの意識、終わらせようとする子の減少、何の
ために学ぶのか、自信
・固定マインドセット→成長マインドセット
→集中度の高まり、粘り強さ、取り組みの質の向上

課
題

・スモールステップ
選択肢を与える→自由度を高める
・教室の環境（机の配置、座席の指定、グループ）
・教材の準備（実態把握）
・学習方略を整理して示す

・効果の検証の難易度が高い
→子ども達が考え方を身につけ、成果を実感するには継続的
に伝え続けることが重要



本日の内容

①研究について

②研究仮説

③自己調整学習とは

④自己調整学習サイクル

⑤１年次の実践

⑥今年度の活動

25



⑥ 今年度の活動
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白糠町立茶路小中学校での実践
第５学年 『ふりこのきまり』

導入
ふりこで遊んだり、ふりこをつ
かったおもちゃを作ったりした。
『このカメを早く動かしてあげる
にはどうしたらよいか』という課
題を設定。

学習計画
学習内容の一覧表を見ながら、学習
計画を立てる。
終わったらふり返りを記入していく。
思ったより実験が早く終わって、計
画を変更する子もいた。

教師の見取り
授業のワークシート（実験の記録なども含め）は、『学び
ポケット』で管理し、毎時間提出させて、個別にフィード
バック。この時間は、一人ひとりが予想と実験計画を立て
ている。場所を自由にしたところ、廊下のフリースペース
で学んでいた。基本的に教師は見守る姿勢。



⑥ 今年度の活動
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白糠町立茶路小中学校での実践
第５学年 『ふりこのきまり』

単元のふり返りの一覧
不十分なところもあるが、どの子も自分
なりに次の学習を見通していたようだ。

学び方をデザインする姿
途中から、実験は協力した方が早く終わると
気づいて、役割分担をしながら実験をしてい
た。3つの条件を制御する実験は、初めての
経験だったが、教科書や学習カードを見なが
らおおむね自分たちでできていた。

＜成果＞
・初めて実施した学年だったが、自分で自分
の学び方（進め方）をつくろうとする姿が
見られるようになった。はじめはかなり戸
惑いがあったようだが、少しずつ自信を
持って学ぶ姿が見られた。

＜課題＞
・正しい用語や誤差の捉え方などは、明らか
な学習の停滞が見られたので、足場かけを
行う必要があった。教材や子どもの分析、
教具の工夫が足りなかった。



⑥ 今年度の活動
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所員会議での協議

ふり返り

学びの

成果と課題 自己の

成長

ふり返り

の視点

学びの

過程

学び方の

習得

ふり返り

のコツ
言語化

動機づけ

学びの

修正

時間の

確保

必要感

次は○○

したい

自己調整

学習

否定的な考

え方
評価の

課題

評価規準の

明確化

自己調整学習の

素地

困り感のある子へ

のサポート
自分にあった学習が

できる実感

主体性の

向上

学び方を

知る

よく

わからない

準備が

大変



⑥ 今年度の活動
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釧路教育研究所としての課題

活動内容の発信

これまでの発信方法

⚫ 所報の発行
⚫ 研究紀要の発行
⚫ ホームページの利用

新たな発信方法

⚫ SNSの利用
⚫ 授業公開

じっくりと見たり、読んだり
することが難しい

少しの時間ですむ

実際に授業を見る



ご清聴ありがとう
ございました
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